
　先日「恵那市に財政や防災を学ぶ市民大
学が開校へ」との新聞記事がありました。
生涯学習の一環として、２０１３年春に
「恵那三学塾」として開校するといいます。
これまで生涯学習といえば、趣味や文化を
楽しむ講座が中心で、豊かな日常生活を営
む場として、あるいは、住民同士のコミュ
ニケーションの場としてのイメージが定着
していましたが、今回の市民大学構想では、
地域課題を具体的に挙げて学び、修了者に
は、より実践的に地域のリーダーとしての
役割を期待しているとのこと。講師陣も大
学教授や行政職員、企業経営者等を揃え、
半年を目安としたカリキュラム。県内では
初めての試みです。

　ところで、日本は人
口減少・少子高齢化と
言われて久しいですが、
いわば縮小社会を歩むことが、さまざまな
統計データから明らかになっている中で、
岐阜市も向こう５０年で、いまの４２万都
市が３０万都市へと縮小すると見込まれて
います。減っていく予算を考えると、もう
何でもかんでも…というわけにはいかなく
なりました。正に「教育」や「医療」など、
予算の選択と集中という考え方が、分野や
テーマに限らず、今後は都市の中のどの地
域に予算選択と投資をしていくことが持続
可能な都市となり得るか、シビアな選択も
していかなくてはならなくなっています。

　こうした中、昨今叫ばれている「官から
民へ」というフレーズは、具体的にどうい
う社会のことなのか、と自問自答を繰り返
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しますと、先ほどの恵那市の市民大学構想
は、まさに理に適った試みではないかと注
目をしています。と言いますのも「官から
民へ」とは、市民が知恵を絞りながら、自
律した社会やまちづくりを行っていくとい
うわけですから、そのための知識を積み、
絶えず情報収集を続けること、それをサポ
ートする場としての市民大学が趣味や文化
の枠を超えて、実践的テーマを前提に創設
されるわけですから、まさに市民の時代を
象徴していくのではないかと思うからです。

　さて、こうして眺めますと、議員という
仕事は、ますますその質の向上が求められ
ます。これまでの要望陳情型から脱却し、
減っていく予算を前提に、まち全体の未来
をどう語るか、時には市民の知恵袋として
情報を提供することも求められます。また、
多極化する政治情勢の中、多くの意見を調
整する「コーディネーター」としての役割
も求められるように思います。

　３０代は責任世代。僕も市議会議員とし
て、毎日の市民の皆様からの声を大切にし
ながら、ひきつづき上記を念頭に置いて、
市民の皆様の知恵袋となり得るよう、また
具体的な調整役としても出来る最大限を尽
くしていきたいと思います。
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１. 岐阜市は何で食べていくのかを明確化
　→　教育・医療・産業・地産地消立市、岐阜
　　　市は既に４つの立市を打ち出しており、
　　　これに防災やエネルギーが加わりました。
　　　全て大切な分野ですが、都市ビジョンと
　　　しては少し多すぎるのではないか？

２. 県都の優位性を活かす！二重行政の是正
　→  地の利を活かした都市戦略の明示、二重
　　　行政の洗い出しと県庁との連携。

３. 無関心は最大の敵！情報発信＆共有の推進
　→  情報は発信したからといって受け取って
　　　もらえるかどうかはわからない。わかり
　　　りやすい情報提供と「解説」が必要。

４. 魅力創出と交通改革による都心回帰の推進
　→  中心部の衰退は不景気だけじゃない。交
　　　通改革と公共交通への魅力アップが大切。

５. 地元企業の優れた技術の発掘とモデル化
　→　脱前例主義。事務レベルの意識を改革。

岐阜市がやらなくてはいけないこと　　　  和田の使命感（僕にできること）
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１. 既に示されている「立市」の選択と充実策の提案
　　　　　　　→  シティ・セールス強化のための都
　　　　　　　　　市ビジョンは、もっと選択する必
　　　　　　　　　要があります。政策の実益は何か！
　　　　　　　　　住宅政策ともリンクをし「教育」
　　　　　　　　　を重点政策に提起します。

２. 「頭脳集積」に向けた政策提案と意見調整
　→  大学研究機関等の誘致活動。
　→　市役所と県庁の「政策調整会議」創設の提案。
　
３. 勉強会の開催によるアイデア＆情報集約
　→ 「岐阜市版☆大人の社会見学」で公開視察を実施
　→ 「青空ワークショップ」で市民のアイデアを集約
　→ 「解説☆広報ぎふ」の定期開催で情報共有を推進

４. 実態の徹底調査と市内外の事例収集や意見調整
　→　現場を徹底調査してデータ化、政策提案へ
　→　魅力ある店舗の誘致と公共交通の魅力創出。

５. 優れた技術の実用化に向けた仕組みの研究と提案
　→　市役所職員を現場へ！企業と行政との橋渡し。

上記のテーマに関連した「議会質問」や「日常活動」
を進めます。その経過や結果はＨＰ＆ＳＮＳで発信！
＋ そして毎朝の駅前演説、議会だよりでもお届けします

■ 誰が賛成したの？誰が反対
　 したの？議案の賛否公開を！
  
→  市役所の政策は、どこで誰が決めているので
しょう。それは市議会において、市議会議員が決
めています。でも、何を議論しているのか、誰が
賛成・反対しているのか、殆ど伝わっていません。
採決に至っては、議員の賛否について記録すらと
っていません。これでいいのか。議会基本条例を
制定し、議会報告会を開催し、議決には説明責任
が伴う議会改革を進めます。
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